
「金田峰生ツイッターより」 
６月２９日 「ひょうご市民活動協議会」の公開討

論会で、改めて金沢さんと斎藤さんに、保健所廃止

計画を中止する考えはないのか問うたところ、お二

人とも「検討する」「考えていきたい」というだけ

で、中止するとは言われませんでした。残念です。

私は人口10万人に1か所、合計50か所に増やします。 

６月２９日 斎藤さんには福祉医療制度の拡充、特

に子どもの医療費無料化を行う考えがおありかどう

か問いましたが、今後、意見を聞いて判断されるそ

うです。私は「子どもの医療費窓口負担」と言いま

したが、斎藤さんは「乳幼児医療費」と言われまし

たので中高校生は想定しておられないのでしょう。 

６月２９日 子どもの医療費窓口負担無料化は、県

内41自治体中35自治体が中学卒業までに広げていま

す。高校卒業までの自治体も。「市町がやること

だ」という意見がありましたが、自治体で水準が異

なれば、社会保険・社会保障の概念そのものが崩れ

ます。私は高校卒業まで完全無料にします。 
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メッセージ 
 コロナ禍で多くの人々の

いのちと暮らしが脅かされ

ているとともに、わが国の

社会のあり方が問われてい

ます。 

 これまでのわが国の社会

は、人々の命や暮らし、人

権よりも目先の経済効率性

を優先する自己責任社会で

した。このような社会の脆弱性がコロナ禍で露わ

になりました。 

 これからの社会は、目先の経済効率性よりも、

人々のいのちや暮らし、人権を大切にする社会、

自己責任よりも社会的連帯を大切にする社会への

転換が求められています。 

 県民のいのちと暮らしを守る兵庫県政へ転換さ

せるためにも、金田峰生さんを応援します。 

モモタロー宣伝 灘区の会 
 ２７日、プラスターやのぼりを掲げ、六甲道か

ら新在家までコールをしながら、４カ所で訴え。

車椅子を押した女性や子ども連れの方も一緒にね

り歩き。「がんばってください」など激励もあ

り、本番に向けて意気上がる宣伝になりました。 
 

学習力に選挙本番へ（伊丹の会） 
 ２７日、選挙本番に向け、選挙情勢などについ

て学ぶ学習会を開催。他陣営の動きなども話し合

い、選挙勝利にむけ意志統一しました。 

【金田候補の日程】 
【７月１日（木）】 

 9：00  元町駅東口 

10：10 ＪＲ神戸駅北側 

11：00 元町大丸前北側  

12：00 中央区生田診療所前 

14：30 兵庫区東山市場 

15：30 長田区食遊館前 

16：30 新長田ドコモ前 

17：30 三宮交通センター前 

19：00 三宮ダイエー前 

19：40 元町駅東口 

 

 

【７月２日（金）】 

 8：00 川崎重工神戸工場 

 8：30 神戸市役所前 

11：00 六甲道南公園北側 

11：40 灘区 

        水道筋商店街練歩き 

15：00 ＪＲ摂津本山駅北側 

15：40 いかり芦屋店前 

16：10 スーパーコーヨー 

    芦屋南宮店 

16：30 芦屋・浜ダイエー前 

16：55 スーパーマルハチ 

    南芦屋浜店 

17：30 ＪＲ芦屋駅北 


